
【別紙様式７】

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

目標設定の考え方：英検２級～準１級の英語力を有する生徒数を約２倍に増やす。

f

（その他本構想における取組の達成目標）

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

目標設定の考え方：

e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

SGH対象生徒： 15% 　　　　　　％ 30%

SGH対象生徒以外： 15% 17% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％

35% 26% 44%

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者
数

SGH対象生徒： １６人 　　２３人 　　２０人 　　　　24人 　　　　　　人 　　　２０人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

目標設定の考え方：学校外に活躍の場を求める生徒を育成する。表彰者や入賞者を現在の約２倍に増やす。

SGH対象生徒以外： 　　　　９人 　　　　１０人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

目標設定の考え方：現状では毎年４０名程度が海外研修に参加しているが、それ以外に自主的に海外研修に参加する生徒数は
１．５倍に増加する。

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

SGH対象生徒： 64% 59% 47% 56% 　　　　　　％ 80%

SGH対象生徒以外： 　　　　　　％ 20% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％

目標設定の考え方：グローバルな視点を身につけ、卒業後の活躍の場を海外に求めようという意欲を持つ生徒の割合を80%以上
にする。

SGH対象生徒以外： 　　　　４４人 　　　　４５人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

目標設定の考え方：ボランティア活動等に主体的に取り組む生徒を育成し、現在の約２倍の生徒が校外において社会との関わりを
もつ活動に取り組ませる。

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

SGH対象生徒： 　　　５４人 　　　５８人 　　５４人 １４３人

　　　　　　人 　　３０人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

SGH対象生徒： 　　３０人 　　４０人 １２７人 　　　１５５人 　　　　　　人

　　　　　　人 　　　　６０人

ふりがな とちぎけんりつさのこうとうがっこう
指定期間 28～32学校名 栃木県立佐野高等学校

　６０人

SGH対象生徒以外：

平成２8年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 目標値(32年度)

　　　　　　人 　　　　　　人



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

462

SGH対象外生徒数 0 0 0 0

SGH対象生徒数 473 470 466

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度

全校生徒数（人） 472 473 473 470 466 462 0

j

（その他本構想における取組の具体的指標）

目標設定の考え方：

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

× × ○ ○ ○ ○ ○

目標設定の考え方：情報発信と更新に努める。

目標設定の考え方：受け入れやすい環境作りを推進する。

h

先進校としての研究発表回数

　　　　　１回 　　　　　３回 　　　　　５回 　　６回 　　２２回 １１回 　　　　　　回

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

　　　　　１人 　　　　　２人 １６人 　　１３人 　　８２人 １０人 　　　　　　人 　　　　20人

　　　　５回

目標設定の考え方：授業公開や研究授業（２回）、全体発表会（１回）、課題研究発表会（１回）、グローバル人材育
成講演会（１回）

102人 　　　　　　人 　　　３０人

目標設定の考え方：各種大会への積極的な参加を促す。

393人 ３５０人 　　　　　　人 　　１００人

目標設定の考え方：課題研究には地元の企業やJICA、JETROなどの人材が関わってくると考えられる。

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　　　　　人 　１００人 ２００人 　　２２０人 　　２０９人

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

　　　　０人 　　　　０人 ２６人

１６８人 　　　　　　人 　　　270人

目標設定の考え方：課題研究班（４０班）に留学生等（５０名程度）が加わり、５回程度の活動が行われることから目標を設定。

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　　　　０人 　　　　０人 １５０人 １６０人

　　３０人 132人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

　　　　２校 　　　　２校 　３校 　　４校 　５校 ６校 　　　　　　校 　　　　　６校

目標設定の考え方：連携先を開拓し研究内容の充実を図る。

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

　　　　０人 　　　　　０人 　　　　４９人 ２１０人 　　１９４人 200人 　　　　　　人 　２００人

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

　　　　　　人 　　　　４３人 １６０人 ３１９人 　３１０人 ３０３人 　　　　　　人 　　３２０人

目標設定の考え方：１，２学年では全員が何らかの国内（校内）の研修に参加する。

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 目標値(32年度)

目標設定の考え方：海外グローバル研修（１年、４０名）および台湾グローバル研修（２年、全員）で課題研究に取り組む


